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会 議 名  議会改革特別委員会 

開閉日時  平成２７年７月２７日（月） 

午前９時２８分～午前１０時０８分 

会  場  委員会室 

 

１．出席者 

   ２番 神 谷 利 盛、 ４番 浅 岡 保 夫、 ５番 長谷川 広 昌、 

６番 黒 川 美 克、 １１番 神 谷 直 子、１３番 北 川 広 人、 

１６番 小野田 由紀子 

    オブザーバー 議 長、副議長 

 

２．欠席者 

   １２番 内藤 とし子 

 

３．傍聴者 

   杉浦康憲、柳沢英希、柴田耕一、杉浦敏和、鈴木勝彦、小嶋克文 

 

４．説明のため出席した者 

   なし  

 

５．職務のため出席した者 

   議会事務局長、書記１名 

 

６．付議事項 

 （１） 今期の検討テーマについて 

 （２） その他 

 

７．会議経過 
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委員長挨拶 

 

委員長 本委員会記録の署名委員の指名についてでありますけれども、本件に

ついては委員長から御指名申し上げて御異議ございませんか。 

 

 意 見 な し  

 

委員長 御異議なしと認め、副委員長の黒川美克委員を指名いたします。 

 

 

《議 題》 

１ 今期の検討テーマについて 

委員長 この件については事前に事務局に検討テーマが提出されていますので、

意見のあった会派より検討テーマの説明をお願いしたいと思います。配布して

あるのは、それでは市政クラブ案ですね。 

意（４） 市政クラブ案で提出されているかと思いますのでごらんください。

テーマとしては大きく４つあります。１番目といたしまして議会、行政資料の

ＩＴ電子データ化ですね。これですと修正とかそういったこと、あるいは連絡

等も割と皆さんのほうでインターネット等確認していただけると非常に迅速に

ことが進みますし、紙のできるだけペーパーレス化することによって紙の使う

量を減らせるということで、これを検討テーマにしていただきたいと思います。

２番目といたしまして決算・予算特別委員会において、主要新規事業等におい

ていわゆる事業別に審議できるように、ぜひとも提出書類をお願いしたいとい

うことです。入りと出をしっかりと比較できるようにお願いしたいと思います。

それぞれ款・項・目で分けられていますと、どの事業に対してどの程度使って

いるか、あるいはどの程度それに予算を、あるいはお金を投入しているかって

いうことがわかりづらいもんですので、事業別に提出していただくことをぜひ

お願いしたいと思います。それと３番目といたしまして、常任委員会の任期に

ついて現在議員の定数が１６で２つの委員会といいますと、人数的にいきます
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と８人でいろいろな委員会を２つありますけれども、ほかにも委員会はありま

すが、非常に正直なとこをいいますと毎年委員長及び副委員長等の人選につい

て苦慮する場合も出てきますので、これについて２年間制にできれば移行した

い。移行したらよいではないかということです。またよりよく勉強するために

も絶えず誰が替わっていくというよりは、経験則が生きるということもありま

すので２年間を一つの区切りとして、常任委員会においては総務建設と福祉文

教の２つがありますので、少なくとも議員の任期４年の場合にはそれぞれの委

員会に属することができますので、この２年制ということをちょっと提案した

いと思います。それともう一つ、代表質問制についてもぜひとも考慮をお願い

したいということです。まずは首長選挙後に行うのと１年に１回、主に１２月

定例会になるんではないかと思われますけれども、やはり一般質問の場合です

と同じような質問が各議員さんから出てくるということでありますと、代表質

問制において重要な案件等はしっかりと質問できるかと思いますので、テーマ

が重なるっていうことがちょっと避けられるということで、より深い議論が高

まるんではないかということで、この代表質問制導入についてもちょっと皆さ

んの考えをお聞きしたいということで、クラブ案として提出させていただきま

した。 

委員長 はい、ありがとうございます。この４つの中の４番目に関しては、こ

れは前期からの継続の部分もございますので、そのことが頭の中に入れていた

だいておきたいと思います。今、その他の提出がございませんでしたので、市

政クラブさんから出てきたものとそれからもう一つは、これも前期からのもの

ですけれども議会報告会、広聴会のあり方等、開催の要綱、要領、内容的なも

のはある程度詰めてありますけれどもその２つのことに関しても、これも前期

からの積み残しという形でございますので、そこのところも御理解をいただい

ておきたいと思います。今、市政クラブさんから出てきた部分に関して少し付

け足し等ありましたら、これちょっと意味がわからないとか、何かございまし

たら御意見を。どれも、どういうことを何をどういうことを言っているのか、

わからないとかありますかね。 
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意 見 な し 

 

委員長 それでは今の出てきたものに関しましてを、今後の議会改革特別委員

会での検討テーマという形で順次進めていく、ということでよろしいですか。 

 

意 見 な し 

 

委員長 よろしいですか。 

意（６） 一応、これで僕も審議することは、検討することは問題ないと思い

ますけれどもそこのところでちょっと一つ、１番のところで議会資料のＩＴデ

ータ化。これは僕はぜひやっていただきたいということと。もう一つ電子議会

ですね。よそのところで折角ＩＴを電子化していくだったら、それに付随して

ぜひ電子議会も検討していただければありがたいなと、そう思います。  

意（４） 電子議会ということは例えば議会の時に、定例会等にそのいわゆる

コンピューターといいますか、それを取り入れるということを具体的にという

ことですかね。はい、その確認です。 

意（６） 今度新しく庁舎がといって、それで前のときに神谷議員のほうから

もぜひインターネットだとかそういったものやなんかが使えるような形で、と

いうことがあったんですけれども、今現在うちのほう、議場にはコンピュータ

ーの持ち込みはできませんので。折角、議会だとかそういった資料の電子化を

しても、やはりそういったものがやっぱり議場で使用することができると考え

ていったほうがこれからの議会としてはいいのかなと。折角、新しい議事堂も

できるわけですので、その中でそういう設備や何やかもしていったほうが今か

ら２０年間使っていくわけですので、ぜひ最初にそういったことをやっていか

ないとなかなか難しいと思いますので、ぜひそういったことも入れていただき

たいと思いますので。 

委員長 まさにそういうことをテーマで話をしましょう、ということを今、テ

ーマを決めているわけですから。中身の話はそのテーマが決まってからやって

いただければ結構かと思うんですけれども、意味としてそれぞれの部分は御理
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解をしていただけますかね。よろしいですか、はい。それでは、まず。 

意（５） 市政クラブさん提出の②の部分なんですけれども、１点確認をした

いんですが、これは今やっている特別委員会の審議を具体的にどのように変え

ていくのか、もう少し詳しく教えていただけると助かります。 

意（４） 現在、予算及び決算の質問の場合に、いわゆる歳入・歳出でこう質

問しているかと思いますね。で、その下側で款・項・目で質問しているといっ

た場合に議員としては、いわゆる一つの事業に対してその款・項・目のところ

の分け方においては使っているお金の動き方が分断されているということで、

そうしますと説明の仕方によってはある事業部分だけのその款・項・目・節で

すかね、そちらのほうのお金だけで実は全体としては結構多額のお金が動いて

いたといった場合、見過ごすことがあることがあり得ますもんですから。それ

を一つの事業については、一まとめにしていただいけると、どのくらいその事

業に対してお金が動いているかということが把握しやすいということと、事業

そのものを全体に把握することが非常にしやすくなるんではないかということ

ですね。ですので、説明のときに基本的にこちらがしっかりとその事業内容を

把握してちゃんと質問ができれば、そういったことはないのかもしれないけれ

ども、なかなか今まで議員をやっていますと、前期といいますか前年度におい

てはこちらの節に入っていたのが、実は少し名前を変えただけで違う事業に入

っているといった、そういった場合も考えられますので、いわゆるそういった

ことがほぼ同じような事業内容であれば、こちらとして、議員としてしっかり

と活動する意味ではそういった内容が把握できるということでということなん

ですけれども。そういった感じになるということで、よろしいですか。 

意（５） ということは当局の説明のときに、どこが変わったかというのをあ

らかじめ教えてもらうということですか。今は主要・新規事業の概要という分

厚いやつで事業ごとに審議をしていると思うんですけれど。それだと把握でき

ない部分があるから、事業が変わってしまって把握できない部分があるから、

そこを事前にわかる部分は当局から説明を審議前に受ける、ということでよろ

しいですか。 

意（議長） これは主要・新規のときに今、事業としてこれだけの予算を使っ
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てこれだけの効果を出します、ということをやっていただいています。これは

既存の事業に対してやってなかったんですけれども、事業としてどうみてどう

いう成果がでているんだという評価をしないと、その事業を継続していく必要

があるのかどうか、事業の進め方を効率的にやられているかというのが今の状

態だと見えないと思いますんで。それが主な事業全てやる必要はないと思うん

ですけれども、金額の大きいもの、乖離の大きいもの、こういうものを見てい

かないと議会としてのチェック機能が働かない。そういう趣旨で今回やらせて

いただこうということで、提案させていただいているんですけれども。 

意（５） 大きなものの事業についてそれを比較してやる、ということですね。

わかりました、はい。 

意（委員長） 私からも少しお話させていただくと、主要・新規事業で今、事

業ごとで昔は、主要・新規でこういう事業を主要に新たに取り組みますよとい

うものがもともと出ていたんですよね。そこに対してその事業の、例えば主要

なものであったら継続的なものであって過去２年間とか、今後２年間だとかと

いうような形で今、予算だとか決算だとかに関わる形で今出すようになってい

ますよね。あれは議会改革特別委員会から提案をして、あのようなものを作っ

てくれと言って今出してもらっているんです。それをもう少しあの、もう一つ

そのときに言ったのは、当局側が主要・新規事業でこれについては十分に御理

解をいただきたい、あるいは十分に議論をしていただきたいというものが出て

きちゃったんです、向こうから。だから、こちらからの要請の事業ではないん

ですね。それをこちらからある程度要請をして、出していくようなことはどう

だろうかというようなことでこれを出ているんで。ちょっと書き方がね、要約

し過ぎているんでその辺までが伝わっていないかもしれませんけれども、そう

いうことです。それから会派の中での話ですので、もう少し付け足しさせてい

ただきますと、決算・予算特別委員会は今８名が選ばれてやっています。で、

うちのこの市議会は今、共産党さんが１人ですので一人会派４人です。で、こ

の１年半後から２９年の１月の新庁舎オープン後からは委員会室がありません。

ということは多分、予算・決算委員会というのは本会議場でやられることにな

ると思います。ほかにやる会議室がありませんからね。ということは極端な言
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い方をすると、その特別委員会の構成だとかああいったことも、そこを見越し

ていろいろと議会としては、今からここを考えて話していかなくてはいけない

んじゃないかなあということも含まれています。 

 

 発 言 な し 

 

委員長 それではこのテーマを中心に進めていくということですけれども、順

番はどうしますかね。これはこの順番を優先順位じゃあないですよね、浅岡委

員。 

意（４） はい、必ずしも順番ではありません。 

委員長 それでは一つずつ順番、どうします。この順番にじゃあ、進めていく

ということでよろしいですか。 

 

 不 規 則 発 言 あ り 

 

委員長 報告会の件はちょっとこのあとでまた話をさせていただきます。それ

ではこの順番で進めていきたいと思いますので、次回はですから議会行政資料

のＩＴ電子データ化ということで。一応これに関しましては、もしいろいろな

事例がございましたら、また事務局にも各議員さんから出していただいて、こ

ういうものがあるということ、こういうものを使っているところがあるとかい

うものを事務局に出していただいてまた、そういう情報収集のお手伝いをいた

だければということを思いますので、よろしくお願いをいたします。それから

もう一つですけれども議会報告会、市民広聴会のあり方等のことでございます

けれども、これは前回からの申し送りというか積みの残しの部分でもございま

す。で、いろいろと事務局で調べていただいたところ平成２５年の６月から４

回ぐらいの委員会でこれは、議会改革特別委員会はおおむね１か月に１回ほど

開かれておりますので、４回ぐらいの３、４か月の間、議会改革特別委員会の

中で議会報告会について、この特別委員会ではなくてほかのところでしっかり

と協議等できないのかという議論がもうされております。２５年の６月からで
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すね。で、そこで編集委員会等でいろいろとその運営上の細かいことは話し合

っていただいたという経緯が今までもあったわけですけれども、この議会報告

会、広聴会のあり方に関しては、この議会改革特別委員会の中での積み残しの

形というのはどういう形で積み残っているかというと、まさにこの特別委員会、

議会改革特別委員会は議会報告会とか市民広聴会のことを話をする場面じゃな

いだろうと、あくまで議会改革について話をすべきところであって、議会報告

会とか広聴会というのはやりましょうと決めて、もう既にやっているわけです

よね。もう細かい運営的な話だとかもっとその、じゃあ市民を呼ぶにはどうし

たらいいだとかそういったことというのは、その個の運営的な問題であって議

会改革とはちょっと違うんじゃないかと。ここで話をするテーマでは違うんじ

ゃないかというところで、そのままの形で期が新しくなっているというところ

ですので、まずもってここまでのところは御理解をいただきたいということで

す。だからといってじゃあ何もしなくていいかということではいけないもんで

すから、少なくともきょうこの議会改革特別委員会の中で、こういうやり方で

こういうところでやっていってもらったらどうだろうかということを決めてい

けたらいいなあということで、その他の部分がいいのか今期の検討テーマの中

で話したほうがいいのかということで、ちょっと枠を分けさせて話を進めさせ

ていただこうということで今、出させていただきました。で一応、これ恐縮で

すけれども委員長提案というか、こういう考え方がどうだろうかということで

一つ投げかけをさせていただきます。何も投げかけがないと話が進みませんの

で。この議会報告会とか市民広聴会のあり方等の話し合いに関しては、その対

応する組織を考えるべきとの申し送りがあったと今、お話をさせていただきま

した。例えば会議規則における編集委員会等の目的の中に入れて、編集委員会

は会議規則に載っているわけですよね、委員会として。こういう委員会組織を

持ちますよということが、きちんと会議規則の中に載っています。ただしその

中には、編集委員会は議会だよりの編集をするとしかうたってありません。そ

れをきちんと見直しをすることによって、例えば委員会名も広報広聴委員会と

いうような委員会にするとかというような形にして、開催方法から集客等、集

客という言い方がちょっとあれかもしれませんけれども、来ていただく市民の
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方々をいかにふやすかとか、開催の仕方、そういったことをしっかりと議論を

していただくというようなことをしていったらどうかなあということを一つ思

うわけです。で結構他市の例も多くありまして、実は会議規則にも載っている

委員会なんだけれども、編集委員会というのは表立って動きは全くないんです

よね。例えば議会人事があっても編集委員長が誰ですとか、副委員長が誰です

なんて新聞に載りませんよね。どこにも出ないんですよ、これは。議会だより

のことをやっているだけであって、高浜の場合はまだ議員がそれぞれ全部原稿

を書いて、議員が編集をやっているってこれは立派なものです。それぞれ議会

事務局がやっているなんて議会はいくらでもありますから、よそには。ですか

らそういう部分でいうと、議会だよりだけを市民に対して議会からの発信とい

う形でやっていたものを議会報告会という形での発信。もちろんその議会だよ

りも続けてやっていくわけですし、それから今のライブ配信のあり方がいいか

悪いか。それから市民広聴会という市民意見の聴取の部分。そういったものも

当然広報広聴という部分でいうんであれば、必要性があるのかなあという気が

します。非常に重要な役回りを持つ委員会になっていくのではないかなあとい

う気がしますし、今の編集委員会の委員会構成というのは全会派が所属をして

いるということがありますんで、この委員の構成の仕方。それから委員長、副

委員長の例えば選出の仕方、そういったところもしっかり踏み込んで決めてい

かなければいけないことにもつながっていくとは思いますけれども、そういっ

たところも含めてですね、一度お考えいただけないだろうかということで。こ

の議会改革特別委員会からはこの議会報告会、市民広聴会の件を外していきた

いと思うんですけれども。こういうちょっと投げかけをさせていただきたいん

ですが、これについてまず御意見を伺って、今言ったことでどうですかという

話ではなくて、これについて御意見を伺っていきたいと思うんですけれどもい

かがでしょう。 

意（副議長） 私は今年度編集委員会の委員長という立場、それから前年度議

会改革特別委員会の委員長という立場もあってその場で、委員会の中で先ほど

今回の今委員長が言われたように、議会報告会の内容をこの議会改革特別委員

会で検討するのはということの話も前から出ていまして、私もそう思っていま
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した。今言われるように編集委員会の中で、ある程度流れとしては今まで何回

かやらしていただいているもんですからそれほど問題はないと思うんですけれ

ど。その今の今年度のいつからやるかということもあるんですけれども、編集

委員会の中で受けるということになれば再度また内容というか、どのような持

っていき方、今までは議会報告会年２回、編集委員会としては定例会ごとの開

会になっていますので、皆さんに負担がかからないかどうかということも含め

て、話し合いをさせていただきたいと思います。 

委員長 ほかに。 

意（４） 今の話ですと、例えば編集委員会で受けてもいいという意味ではな

いですよね。やはり何というんですかね、現状の議会報告会等を見させてもら

っていますと、しっかりしたある程度メンバーが固定されているような団体を

どこかで考えていただいてといいますか、この場でもあるいはほかの場でもあ

れですけども、考えることによってしっかりとしたことができるんではないか

なと思うんですけれど。そのメンバーの決め方等まだ細かいところが全然何て

いうんですかね、案の中にはないんですけども。現状の編集委員会等でやって

いくということでありますと、かなり個人的な負担がふえるんじゃないかとは

個人的には思っているので、この辺をちょっと皆さんの意見をお聞きしたいな

あと思いますけど。 

委員長 ほかに。 

意（１６） 今までの編集委員会の中身の中で、こういった重要な案件を背負

っていくというのはちょっと無理が生じるかなというような感がするんですけ

れども。ですからその編集委員会そのものをもう少し改革して、メンバーです

とか意思決定というか、そういうことができるようなそういうものを与えてい

かないと、今のままではちょっとすごく荷が重いのかなあという感がいたしま

すので、議会改革の一端として議会報告会を開催していくという流れは定着し

つつありますけれども、この中身ですとか開催の回数ですとか、４期の中で１

回になるのか、どういう流れになるかわかりませんけれども開催の方法だとか、

そういうことまで議論をしてまた決定していくという場になることがいいのか

悪いのか、ちょっと今この場ではちょっと、もう少し時間をかけてじっくり議
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論をして考えていかないと難しいかなと思います。 

委員長 ほかに。 

意（副議長） 先ほどのあれで、あくまでも編集委員会で再度ちょっと検討さ

せてほしいということの、委員会へもし振られた場合はですけれども、編集委

員会ではなくして別の組織という話というのは、この場でそういうあれは提案

としては出るあれはあるんですかね。 

委員長 経験則の中で話をさせていただくというのであれば、例えば会議規則

等をどうだというような話になるんだったら、例えば各派だとか議運だとかと

いうところになるんですけれども、先ほど言った１６番委員のような感じで、

例えば編集委員会はもともとそういう形で選ばれたメンバーじゃないというと

ころがあるからという話ですから。だから現行それが無理であれば、じゃあそ

ういう人員で編集委員会というものを選んで今後いくという方向付けをつけれ

ばいいことであるのかなという気がするんですよね。だからやり方というのは

いくらでもあるんですけれども、現実的には今までの議会報告会、きょうも各

派の中で資料が出ていましたけれども、出ていただいている市民の方の数をみ

ても非常に少ない、それをじゃあどうして少なかったんだ、それがしっかり伝

わったのか、そういう検証も何もできてないんですよね、それ自体を。じゃあ

どこがやるのかということを考えたときに、これは議会改革がやることだとい

うとこれはちょっと意味が違うのかなという気がするんですよ。あくまで市民

の、市民に対する広報あるいは広聴という部分は改めて別でつくるべきかなと

いう気がするもんですからね。ですから決定をするという場面は当然編集委員

会で例えば投げても、そこで決定できるものとできないものがありますから、

現状。例えば各派にかけて議運にかけてオーケー出なければ、会議規則という

のは変わらないわけですよ。だからそこで決定、最終決定をどうするこうする

という話をしてるわけではなくって、物理的な部分の中で市民広報のあり方と

いうのはこれでいいいのかとか、市民広聴の仕方というのはもっと方法はない

のかとかというようなことを、今のやってきた報告会・広聴会の中から見出せ

る反省をし、次に漕ぎ出せる何かをこう提案できるようなところというのはど

こかないのかなあというところでのお話ですので。 
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意（１６） 難しい。今、編集委員会の雰囲気ですとそういうことをきちっと

机上に上げて議論するような雰囲気も持ってないですし、ぴいぷるを仕上げて

いくのに一生懸命な状況の中でそういう重いものを背負って、果たしてやって

いくことができるのかなと疑問に今思いましたけれども。皆様はいかがなんで

しょうか。 

委員長 ほかに、どうですか。 

意（５） やっぱり今のままの編集委員会では、１６番議員がおっしゃるとお

り少し難しいのかなと思います。 

副議長 今、委員の方が言われておるように現在の委員長の立場で、編集委員

会の立場で話させていただくと当然、話した内容を事務局が今まとめていただ

いて、ぴいぷるに関してですけれど結構いっぱいいっぱいでやってみえる。ま

た、なおかつここで報告会についてということの内容が、その定例会ごとです

か、年に２回プラスになったときにその事務局がやるのか、事務局以外がとい

うことになった場合でも、それの対応が議員も当然そうなんですけど、事務局

側のほうがいいかどうかということもちょっと心配ではありますけど。 

意（議長） 今お話を伺っていると、議会報告会の実施だけでやればまあ２年

前からだと思いますけれども、編集委員会で運営の段取り全てやってきて運営

されてきたと思います。で、今回委員長から提案されているのは議会報告会、

今のあり方をどう変えていって、市民の方にどういう形で開いていこうという、

議会のあり方をみていただこうという形で方向性を展開したいと。そのために、

どういう組織を作ってという提案だと理解をしております。そういうことを考

えていただいて、既存の組織ありきじゃなくって、そういうことも考えていた

だければなと思うんですけれども。この場ですぐ決めるということはなかなか

難しいのかなと。既存の組織ありきじゃなくって議会報告会、意見広聴会、こ

れをどういう形のものに変えていきたいというところから考えていただければ

よろしいのかなと思うんですけれども、どうでしょうか。 

委員長 はいこれは事務局、これは皆さんいかが。基本的にはまとめたものが

あるんですけれども、議会報告会に係る他機関での運営協議についてというこ

とでまとめたものが。これはあとで皆さん全員の方にお配りしますけれども、
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これがその要は積み残しの結論がここにＱアンドＡで書いてあるんですよ。で、

最終的に議会報告会を編集委員会で要は物理的な運営をやっていくと、物理的

な運営、要はタイムスケジュールをつくったりだとかそういったことをやって

いきましょうねと言って、決めてやってきたじゃないですか。それがここに、

取りあえずこういう話し合いがあって決まったんだよということが、ここに書

いてあるわけです。ですから今までやってきたことから、今度はもう少し踏み

込んだ形での議論をする番をどこにしますかということなんですよ、言いたい

のは。だから編集委員会でなくてもいいんですよ。僕がさっき言ったのは、僕

がこういうふうに思っていますよということじゃなくて、皆さんから意見をい

ただくために取りあえず種を投げただけですんで。ですからそれは各派でやっ

たほうがいいとか、議運でやったほうがいいだとか、いろんな御意見があれば

そこでやっていっていただければ結構かと思うんですよ。それを一度ですね、

皆さん方各派の方がここにいますので、持ち帰っていただいて、具体的な運営

もそうですけども、運営も今まで編集委員会がやっていましたけどもそれでい

いのか。それから議会報告会から市民広聴会のあり方等、運営も含めてどうい

う機関でどのように進めていったらいいのかということ。それを話し合いをす

る、あるいは運営をしていくというところ。それを一度各派で話し合って、次

回にまた持ってきていただければと思います。あくまでこの議会改革特別委員

会の現段階では、ここでそのことをテーマとして取り上げてやっていくという

とそれだけになってしまうんですよ。過去それこそちょこ１年くらい議会報告

会のことだけをやってきた年もあるくらいですから、議会改革の委員会で。で

すからここでは一切取り上げませんということは言いませんけれども、多分ほ

かにまだ議会改革という取り組みを進めなければならないことは多々あると思

いますので、ぜひそういった考え方を一度考えてもらって、どうしてもこの委

員会なんだということであるんであれば、そういう御意見でも結構ですんで次

回の議会改革特別委員会にお持ちいただきたいと思いますけれども、それでよ

ろしいでしょうか。 

 

 意 見 な し 
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委員長 それではそのような形でさせていただきますので、よろしくお願いを

いたします。 

 

２ その他 

委員長 皆さんで何かあればお願いいたします。よろしいですか。なければ、

以上をもって、議会改革特別委員会を終了いたします。 

 

委員長挨拶 

 

                       閉会 午前１０時０８分 

 

            議会改革特別委員会 委員長 

 

 

 

            議会改革特別委員会 副委員長 

 


